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- 2- 京大結研紀要 第14巻 第1号
表 1 台 湾 に 於 け る結 核 対 策 の 組 織
る専門機構を中心に,全省22カ所の県市衛生局
と371カ所の郷,村,区保健所とからなる統一 である｡ したがって,BCG 接種は台湾に於ける結核対策の第一歩であり,かつ一つの基盤と
した結核対策体系が形成された(表 1)｡ な
って,今後なお一層広く徹底的に行なわれよ又,1953年に BCG 製造室が完




















延状況から考 え るな らば,結核の自然感染を免れることはきわめて稀 うとしているので
ある?
昭和40.9
表 3 台湾に於ける年令 ･性別のツ反応陽性率 (1951-1952)
- 3-
ツ 反 応 受 検 者 数???
男 ] 女
ツ 反 応 陽 性 者 数
男 女




















































































計 710,429 508,888 187,959 123,817
1951年 5月 WHO と UNICEF との援助の
もとに,全省各県市に22の BCG 接種隊が成立










































































群は83.3%と 12.69mm と略同 じ値を示 している
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(1) 低度流行地域 :その住民の成人人Llの 1
次啄疾塗抹検査陽性率が 0.2%以下を示
す地域｡
(2) 中皮流行地域 :塗抹検査陽性率が 0.2%
から1.0%未満の地域｡
(3) 高度流行地域 :準抹検査陽性率が 1.0%
以上の地域｡
第 1回実態調査に於いては,著者 らは 1次喉
頭粘液の採収培養とその塗抹検査を行い, 0.7
%の綜合陽性率を得た｡この成績と各方面の実






















に必要な設備をととのえた防治中心 が つ く ら



























































8 京大結研紀要 第14巻 第 1号
表 10 台湾に於ける開放性肺結核患者登録統計表 (1957-1962)
登 録 患 者 数
1959 I 1960
毎月平均 246 E 381 F 584 E 498 F 499 】 458

























登録除外の理由 1961まで 1962 】総 計











治 療 放 置
原 因 不 明
そ の 他
死 亡





び再治療群243例に対 し, 1959年 4月から1960
年6月までにINAHと PAS連 日併用又は SM



















レ 線 所 見
の i空洞性重度肺結核




迫 査 本 能
総 計
初 回 治 療 群




146 110.0 ー ?
再 治 療 群
10.7
総 計





























































年 令 眉 算翠結賢 一
性肺結核
百分率 %
総 計 1 5.3 1 2.3 I 3.7
表15 第2回台湾結核実態
? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ?









による啄疾の結核菌検 査 の結 果は,0.5%の菌陽性率を示 し,前回の0.7%に比
京大結研紀要 第14巻
第 1号べて桐々減少 している23)05才

























































































1950年か ら台湾 に於いて結核予防対策が強 く
推行せ られ,結核死亡率が逐年著 しく減少 した
が,1958年と1962年とに実施された全省抽出結
核実態調査成績が示すように,最近に於ける台











基盤をな している BCG 接種と集団検診 とによ
り発見 された患者 に対す る外来化学療法の普及







点であり, BCG 接種を広 く未感染幼児に行な
うことが望ま しい｡
1962年 4月台湾で行われた 696人の新生児に
対す る早期 BCG ワクチンと痘苗 との同時接種
実験の胎果得 られた良い成績は,この問題の解
決に役立つものと考えられる｡
そこで,今後の BCG 接種は現行の種痘 と同
時に 1才未満のツ反応陰性および疑陽性新生児
に行ない,又 3才,7才の時にツ反応を検査 し,







雑菌汚染の発見などに関する知識, 技 術 の 向
上,あるいは遠隔地に於ける BCG 接種の難か






















































































結核病死 亡は死1太IJE煩位としても長 く第 1位を
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